
 様式４ 

令和７年度 実践事例報告書 

 

学校番号 水 01 学校名 兵庫県立香住高等学校 担当教員名 篠原 健悟 

ねらい 

☑ キャリア教育・ビジネス体験          ☑ 知的財産や社会制度への理解促進 

☑ 生徒の能力育成（創造性・主体性・表現力等）  ☑ 外部との連携強化・地域産業への理解促進 

☑ 指導体制の構築・教員のスキル向上       ☑ 学校の特色や専門性の強化・生徒募集 

☐ その他（                                    ） 

関連法 ☑ 特許・実用   ☐ 意匠   ☑ 商標  ☐ その他 （                 ） 

年間の取組内容 対象者・実施機会等 
該当する 

要素の番号 知財学習の要素 

➀ 知的財産に関する出前

授業 

１、３年生海洋科学科・水産海洋情報、水

産海洋基礎、総合実習 
1,2,3,6,7,8,11,13 

創
造 

☑ (1)創造性を鍛える 

➁ 知的財産に関する基礎

学習 

１、３年生海洋科学科生徒 

水産海洋基礎・水産海洋情報 
2.5.6.8.10.11 ☑ (2)情報を利用する能力 

➂ 研究活動・未利用低利

用水産物の商品開発 

３年生海洋科学科生徒・課題研究、２年生

海洋科学科シーフードコース・総合実習 

1.2.3.4.5.6.8.10.11 

12.13 
☑ (3)発想・技術を表現する能力 

④ 研究活動・海洋資源の

開発 

１年生海洋科学科・水産海洋基礎、２年生

海洋科学科オーシャンコース、職員研修 

1.2.3.4.5.6.8.10.11 

12.13 
☑ (4)観察力を鍛える 

⑤ 
研究活動・漁具の開発 

２年生海洋科学科アクア、シーフードコー

ス 

1.2.3.4.5.6.8.10.11 

12.13 
☑ (5)技術を体系的に把握する能力 

⑥    

保
護 

☑ (6)商品や社会とのつながりの理解 
➆    ☑ (7)保護・尊重する意識 
⑧    ☑ (8)技術等と権利の対応関係を把握する能力 
⑨    ☐ (9)手続の理解  
⑩    活

用 
☑ (10)権利を活用する能力 

⑪    ☑ (11)産業や経済との関係性の理解  
⑫    知

識 
☑ (12)制度の学習 

⑬    ☑ (13)専門家、資格制度に関する知識 

取組目標の 
達成見込 

概ね達成（7 割以上） 
その理由 
具体的な数値を用いて 
記載をお願いします 

商品の発明、開発に興味がある割合とこれから商品の発明、開発に取り組みたい
割合が６６％から１００％に向上。 
職員研修として研修会への参加や知財の校外学習への引率を通して、多くの職員
に知財学習の意義が伝わった。 

取組の状況 
具体的な数値を
用いて 
記載をお願いし
ます 

１年生に対しては基礎的な内容、２年生に対しては実践的な内容、３年生に対しては実践的な内容に加えて課題研究等で主体的に知財学習に取り組む
能力の育成という観点に重点を置いて知財学習を実施した。校外学習として昨年と今年度で合計４か所の企業、施設を訪問し知財学習を実施した。３
年生は昨年に引き続きの知財学習となり、アンケート調査の結果最終的に９５％の生徒が知財学習の意義を理解したと答えていた。また、３年生では
J-PlatPat の活用の仕方も単に教員からの指示で検索するだけではなく、自分で興味がある部分やより知りたいと感じた部分では J-PlatPat の機能を使っ
てより詳細な検索を主体的に行う生徒が増加した。 

年間の取組のうち、最も重視した取組又は成果のあった取組等について 

取組番号・内

容 
研究活動 

成果内容 

釣り具メーカの株式会社ハヤブサの見学（写真１）では、実際に釣り具の特許や商品の販売に関わる特許など、生徒は普段の実習では何気なく使って
いる漁具にも多くの知財が含まれていることを知り、知財学習の意義について学習することができた。アジフライを製造している「角屋食品」の見学
（写真２）では実際の製造工程を見学し、普段の製造実習では単に製造して販売することが中心の実習のイメージだったが、商品の開発から製造販売
には知財戦略が必要であると生徒、職員ともに認識することができた。（写真３）海洋資源の開発では実習船で海洋資源調査の実習の中に組み込んで
知財学習を実施することで、調査対象生物のみならず、調査器材等に含まれる知財について視野を広げた知財学習を展開することができた。 

生徒・学生に 
見られた変化 

学校内で普段行っている実習と社会の中で活用されている知財との関係について理解できるようになった。知財は生徒にとって自分とは遠い存在、あ
るいは難しく理解しがたい存在から身近な存在として興味・関心を抱く生徒が増えた。 
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その根拠 
事後アンケートの結果ほぼ１００％の生徒は知財に興味を示し、７５％の生徒がこれから商品の発明、開発に取り組んでみたいと思うようになった。
（グラフ１、２） 
通常の実習でも主体的にインターネット等を活用して新商品の知財について調べ、活用しようとする姿勢が見られるようになった。 

課題・反省点 
事前、事後学習が短時間になってしまったので、事前、事後指導の時間を十分に確保した形で校外学習を実施できるように計画したい。 
校外での学習と校内で実習の結び付け方について検討し、実習内容の一部として定着できるように教育内容や教材を検討していく必要である。 

今後の展望 
上記と関連して知財学習を通常の水産系実習のカリキュラムの一部として定着させたい。さらに多くの職員を巻き込んだ形で実習や授業の中に知財学 
習を取り入れることができるような運営方法を検討したい。 

本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。 
本報告書の内容は、各校での知財学習の取組全体を記載しているものであり、本事業の活動経費支援を利用していない取組を含む場合があります。 

＜写真・図表等掲載欄＞ 

 

 

 

 

 

 

（写真 1）ハヤブサの見学     （写真 2）角屋食品の見学       （写真 3）開発商品の写真 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ１）知財への興味・関心（知財学習後）   （グラフ２）今後の知財学習へ意欲（知財学習後） 

 

（特記すべき取組と成果）校外における知財学習 

 

 

 

 

（                          

                          （写真４）ハヤブサで商品説明 

 

 

 
 

 海洋科学科の２、３年生は昨年度と今年度ですべ
ての生徒が校外の企業や施設を訪問し知財学習を行
った。日頃の実習や授業での学習がどのように社会
の中で活かされているか、またその中で知財がどの
ように活用されているかを知る機会となった。これ
らの活動を機に知財に対する生徒の学習意欲が格段
に向上した。 

 
○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
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 様式４ 

令和７年度 実践事例報告書 

 

学校番号 水 02 学校名 熊本県立天草拓心高等学校マリン校舎 担当教員名 北野 貴子 

ねらい 

☐ キャリア教育・ビジネス体験          ☐ 知的財産や社会制度への理解促進 

☑ 生徒の能力育成（創造性・主体性・表現力等）  ☑ 外部との連携強化・地域産業への理解促進 

☐ 指導体制の構築・教員のスキル向上       ☐ 学校の特色や専門性の強化・生徒募集 

☐ その他（                                    ） 

関連法 ☐ 特許・実用   ☑ 意匠   ☑ 商標  ☐ その他 （                 ） 

年間の取組内容 対象者・実施機会等 
該当する 

要素の番号 知財学習の要素 

➀ 知的財産についての理解を深める １～３年生・総探・課題研究 1,6,7 

創
造 

☑ (1)創造性を鍛える 
➁ アドバイザーを招いた講演会 １～３年生・総探・課題研究 2,3,4,6,7,11,12 ☑ (2)情報を利用する能力 
➂ 弁理士又は専門家を招いた講演会 １～３年生・総探・課題研究 9,12,13 ☑ (3)発想・技術を表現する能力 
④ 指導者研修 教員 10,11,12,13 ☑ (4)観察力を鍛える 
⑤ 商品開発研究 １～３年生・総探・課題研究 3,6,7,10,11 ☐ (5)技術を体系的に把握する能力 
⑥ デザイン講習会１ ３年生・課題研究・特産品開発 3,4,6,7,10,11 

保
護 

☑ (6)商品や社会とのつながりの理解 
➆ デザイン講習会２ ２・３年生・課題研究 4,6,7,11 ☑ (7)保護・尊重する意識 
⑧ 学習成果発表会 １～３年生・総探・課題研究 2,3 ☐ (8)技術等と権利の対応関係を把握する能力 
⑨    ☑ (9)手続の理解  
⑩    活

用 
☑ (10)権利を活用する能力 

⑪    ☑ (11)産業や経済との関係性の理解  
⑫    知

識 
☑ (12)制度の学習 

⑬    ☑ (13)専門家、資格制度に関する知識 

取組目標の 
達成見込 

概ね達成（7 割以上） 
その理由 
具体的な数値を用いて 
記載をお願いします 

・知的財産の基礎的な内容を理解し、興味・関心を高めることができた。 
・商品開発をとおして、地域水産業の活性化に貢献し、知的財産権の活用力

や実践力を高めることができた。 
・目標としていた商標登録までたどり着かなかった。 

取組の状況 
具体的な数値を用い
て 
記載をお願いします 

①ペーパータワーを活用した発想訓練や知財の基礎学習。②「身近な知財」をテーマに、知財と社会のつながりを学習。J-PlatPat を操作し、情報
の活用術を習得。③商標登録の流れを学び、ワークショップで模擬申請を体験。④秋田県立男鹿海洋高校を訪問し、「授業における知財教育の実
践」「商品開発におけるブランディングと商標」について研修。⑤産学官連携による地域の未利用資源を活用した商品開発を実践。⑥商品パッケ
ージデザインを学習。AI を活用した画像生成や色彩デザインについての学習。⑦長崎県庁、長崎街道かもめ市場、長崎市水産センターの見学。地
域の水産物を活用したブランド化の学び。⑧校内の学習成果発表会の参加。水産・海洋高等学校生徒研究発表大会の参加。 

年間の取組のうち、最も重視した取組又は成果のあった取組等について 

取組番号・内容 ⑤商品開発研究 

成果内容 
地域の課題魚を活用した商品開発をとおして、レシピ開発や市場テスト、商品名の考案、パッケージデザインの工夫など、生徒のアイデアを形に
することができた。知的財産の視点を取り入れることで、他の商品との差別化を意識した商品づくりにつながった。 

生徒・学生に 
見られた変化 

・商品開発に取り組む中で、生徒の主体性や考える力に変化が見られた。これまでは、味に重きを置いた商品開発であったが、「他の商品とどの
ように違うか」「消費者に選ばれる商品の特徴は何か」などを意識して考えるようになった。 
・知的財産権に関する基礎的な知識力が向上した。 

その根拠 
・J-PlatPat を活用して既存商品を検索することで、差別化を客観的に捉えることができるようになった。 
・知的財産権に関する基礎知識の有無を調査したところ、ほとんどの項目で「知っている」と答えた割合が増加した。（グラフ１） 

課題・反省点 
知的財産教育を効率的に進めるために、教員の指導力向上が必要である。研修機会の充実とともに、知的財産の重要性を学校全体で共有し、組織
的に取り組む体制づくりが今後の課題である。 

今後の展望 
地域と連携した商品開発を軸とした知的財産教育を継続し、教科等横断的な学習へと発展させたい。そのために、授業で活用できる教材を学校全
体で共有し、教員の負担軽減と指導力向上を図る。 

本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。 
本報告書の内容は、各校での知財学習の取組全体を記載しているものであり、本事業の活動経費支援を利用していない取組を含む場合があります。 
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＜写真・図表等掲載欄＞ 

 

 

 

 

 

（写真１）知財講演会     （写真２）商品開発研究   （写真３）学習成果発表会 

 

 

 

 

 

（写真４）デザイン講座   （写真５）紙タワーチャレンジ （写真６）長崎視察研修 

 

 

 

 

 

 

（グラフ１）知的財産権に関する基礎知識の有無 

 
長崎市視察研修 

商品開発に関する実践的な学習の一環として、長崎市視察研修を実施した。はじめに、長崎県
庁において知的財産に関する講座を受講した。講師には、青森県でカキ養殖事業を立ち上げた起
業家（水産高校出身）を迎え、特許や商標等の知的財産を活用することで、水産物の付加価値を
高める取組について学んだ。その後、県庁 1 階に展示されている県内特産品を見学し、商標やブ
ランド名、パッケージデザインが商品の魅力や信頼性を高めている点に着目した。 

長崎駅かもめ市場を視察し、多様なお土産品をとおして、パッケージデザインやネーミング、
価格設定が消費者の購買意欲に与える影響を学んだ。 

さらに長崎市水産センターでは、「ゆうこうシマアジ」のブランド化の取組について学び、ブ
ランド化前後における価格や販売数量の変化をもとに、増収を計算する活動を行った。 

これらの学習をとおして、知的財産の活用が、商品開発や地域水産業の持続的発展に大きく寄
与することを具体的に理解する機会となった。 

【質問項目】 

1 知的財産権を知っているか 

2 産業財産権を知っているか 

3 特許を知っているか 

4 意匠を知っているか 

5 商標を知っているか 

6 著作権を知っているか 
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